　　　　別　紙
寝屋川市緊急通報装置利用に係る誓約・同意事項
　

１．緊急通報装置を丁寧に扱い、壊さないように注意します。

２．緊急通報装置に異常があるとき、または住所や身分等に異動があるときは
すぐに届けます。

３．家族との同居等で緊急通報装置を必要としなくなったとき、または市外に転
出等、貸与対象に該当しなくなったときは、当該機器をすぐに返還します。
４．緊急通報装置の設置または撤去にあたって生じた家屋の破損や原状回復費用等については寝屋川市及び受託事業者に賠償責任を問わず、損失補償も求めません。
５．必要なとき以外は緊急通報及び相談装置を使いません。

６．緊急通報及び相談通報を行ったとき、必要に応じて消防署員及び寝屋川市職員等の関係者（以下「関係者」という。）が自宅に立ち入ることを認めます。
７．前項により自宅に立ち入りを行ったとき、自宅等の一部に破損等が生じても関係者に賠償責任を問わず、損失補償も求めません。
８．６項による自宅への立ち入りの結果、病院等に搬送されたとき、無人と
なった自宅に対する管理責任を関係者に問わず、管理責任も求めません。
９．緊急通報装置の権利及び機器を、勝手に貸与または売却しません。
10．緊急通報装置について、故意過失により紛失や毀損した場合の弁済費用を負担します。
11. 緊急通報装置の利用にあたって、ＮＴＴアナログ回線以外の電話回線を利用したことにより発生した不具合に起因する苦情及び損害賠償の請求について、寝屋川市及び寝屋川市がこの事業を委託する事業者に対し、申し立てません。
12. 市が、寝屋川市緊急通報装置を利用するために必要となる心身の状況、家庭
の環境、申請の内容及び搬送先等の情報を収集し、必要に応じて当該情報を

関係機関、サービス提供事業者間で共有することを認めます。
13．各項目に定める事項に同意し適切な使用を心がけ、寝屋川市、関係機関、及

び受託事業者に対し、いかなる損害賠償も申し立てません。
※この別紙は申請書からはずして手元で保管してください。

